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H I V / A I D S はなにを問いかけているか

■
な
ぜ
「
見
え
に
く
い
」
の
か

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む
現
代
は
感
染
症

が
国
境
を
越
え
て
広
が
る
時
代
で
も
あ

る
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
狂
牛
病
、
西
ナ
イ
ル
熱

な
ど
毎
年
新
し
い
病
気
が
話
題
に
上
る
。

世
界
の
ど
こ
か
で
流
行
し
た
病
気
は
、
別

の
地
域
で
も
流
行
し
や
す
い
。
エ
イ
ズ
は

こ
う
し
た
時
代
を
代
表
す
る
問
題
で
あ

る
。
二
十
年
前
こ
の
病
気
が
最
初
に
話
題

に
上
っ
て
以
来
、
六
千
万
人
が
感
染
し
、

二
千
万
人
が
す
で
に
死
亡
し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
地
球
人
口
の
百
人
に
一
人
の

問
題
で
あ
る
。
昨
年
一
年
間
だ
け
で
五
百

万
人
が
あ
ら
た
に
感
染
し
、
五
十
万
人
の

子
ど
も
を
含
む
三
百
万
人
が
亡
く
な
っ
て

い
る
。
例
外
な
く
世
界
の
ど
こ
に
で
も
あ

る
、
最
も
あ
り
ふ
れ
た
病
気
の
は
ず
で
あ

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
な
お
エ

イ
ズ
は
「
見
え
に
く
い
」
問
題
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　
も
し
も
、
あ
な
た
が
エ
イ
ズ
に
感
染
し

た
ら
、
ど
の
よ
う
な
現
実
に
直
面
す
る
だ

ろ
う
か
？
　
十
四
年
前
に
エ
イ
ズ
検
査
陽

性
の
知
ら
せ
を
受
け
た
ケ
ニ
ア
の
ア
ス
ン

タ
・
ワ
グ
ナ
さ
ん
は
、「
死
へ
の
恐
怖
を
味

わ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
や
学
校
か

ら
も
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
私
と
い
う

エ
イ
ズ
問
題
と
は
な
に
か

林 

達
雄

ア
フ
リ
カ
日
本
協
議
会
代
表
／
Ｊ
Ｖ
Ｃ
理
事

いま、人類の力が試されている。エイズ問題を考えると、そんな思いにとらわれる。

その「力」とは科学とか医療の力ということではなく、もちろんそれも大事なのだ

が、人を愛するとか愛し合うとか、助けるとか助け合うとか、お互いの存在をまる

ごと認めるとか認め合うとかいう、人を人たらしめている「力」のことである。い

ま世界の人々はそのことに気付き、コミュニティーを組んでこの人の力を試す闘い

に挑もうとしている。JVCもまたそのコミュニティーのメンバーだ。日本でエイズ

問題に第一線で挑む3人に、それぞれの課題を報告してもらった（編集部）。

人
間
の
す
べ
て
が
否
定
さ
れ
た
」と
言
う
。

こ
の
病
気
に
感
染
し
て
し
ま
っ
た
人
に

と
っ
て
、
エ
イ
ズ
と
は
生
死
を
左
右
す
る

健
康
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
か

ら
く
い
ん

ら
否
定
さ
れ
、
烙
印
を
押
さ
れ
る
（
偏
見
・

差
別
・
人
権
）
問
題
で
あ
る
。
こ
の
二
つ

の
問
題
こ
そ
が
、
世
界
の
百
人
に
ひ
と
り

が
日
々
直
面
し
て
い
る
現
実
で
あ
る
。

　
感
染
者
た
ち
の
話
を
聞
け
ば
、
は
っ
き

り
と
見
え
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
行
な
わ
れ
て
き
た
エ
イ
ズ
対
策
の

多
く
は
、「
こ
れ
以
上
感
染
者
の
数
を
増
や

さ
な
い
こ
と
（
＝
感
染
予
防
）」
に
の
み
集

中
し
、
生
身
の
人
間
た
ち
の
現
実
に
目
を

そ
む
け
て
き
た
。
こ
う
し
た
偏
っ
た
対
策

の
あ
り
方
が
問
題
を
さ
ら
に
見
え
に
く
く

し
、
エ
イ
ズ
を
減
ら
す
ど
こ
ろ
か
、
増
や

し
続
け
て
き
た
の
だ
。
感
染
者
た
ち
の
抱

え
る
問
題
を
社
会
全
体
で
受
け
と
め
、
そ

の
解
消
に
向
け
て
努
力
し
た
、
数
少
な
い

国
だ
け
が
感
染
予
防
に
も
成
功
し
て
き
た

の
だ
。

■
弱
い
も
の
、
貧
し
い
も
の
に

　
生
死
と
健
康
の
問
題
は
大
人
だ
け
で
は

な
く
、
母
子
感
染
を
通
し
て
子
ど
も
に
も

及
ぶ
。
南
ア
フ
リ
カ
に
は
ホ
ス
ピ
ス
で
死

を
待
つ
子
ど
も
も
い
る
。
働
き
盛
り
、
子

育
て
中
の
両
親
の
命
を
奪
う
た
め
、
一
家

の
経
済
を
危
う
く
し
、
孤
児
を
生
み
出
す
。

貧
し
い
者
を
さ
ら
に
貧
し
く
す
る
経
済
問

題
で
あ
り
、
次
の
世
代
に
影
響
を
及
ぼ
す

世
代
を
超
え
た
問
題
で
も
あ
る
。ま
た
、近

年
の
医
療
技
術
の
発
展
は
、
貧
富
と
南
北

の
格
差
を
広
げ
て
き
た
。
九
六
年
に
エ
イ

ズ
治
療
が
確
立
※
注
①

し
て
以
来
、
先
進
国

の
感
染
者
は
薬
を
服
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
き
の
び
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
世
界
の
感
染
者
の
九
割
が

暮
ら
す
途
上
国
に
は
薬
は
届
き
に
く
い
。

そ
ん
な
状
態
が
続
い
て
き
た
。

　
偏
見
と
差
別
の
問
題
の
背
景
に
は
、
恐

怖
が
つ
き
ま
と
う
。
エ
イ
ズ
を
う
つ
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
恐
怖
で
あ
る
。

恐
怖
は
沈
黙
を
生
み
や
す
い
。
感
染
者
が

八
人
に
一
人
と
な
っ
た
南
ア
フ
リ
カ
で
も
、

つ
い
最
近
ま
で
エ
イ
ズ
を
語
る
人
が
ほ
と

ん
ど
い
な
か
っ
た
。

　
問
題
は
見
え
な
い
中
で
広
が
っ
て
ゆ
く
。

社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
々
が
差
別
の
標

的
と
な
り
や
す
い
。
感
染
者
本
人
だ
け
で

は
な
く
、
同
性
愛
者
、
セ
ッ
ク
ス
ワ
ー

カ
ー
、
ド
ラ
ッ
グ
ユ
ー
ザ
ー
、
外
国
人
労

働
者
、
女
性
な
ど
で
あ
る
。
エ
イ
ズ
関
係

者
の
間
で
は
こ
う
し
た
人
々
の
こ
と
を
ブ

ル
ネ
ラ
ブ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（vulnerable

com
m
unity

）

と
呼
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た

人
々
が
尊
重
さ
れ
、
社
会
の
前
面
に
で
ら

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
は
誰
の
目
に
も

明
ら
か
に
な
り
、
解
決
に
結
び
つ
く
。

H I V / A I D S は

なにを問いかけているか

H I V / A I D S は

なにを問いかけているか

<特 集 >< 特 集 >
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■
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
弱
者
を
苦
し
め
る

　
〇
四
年
七
月
、
第
十
五
回
世
界
エ
イ
ズ

会
議
が
開
催
さ
れ
、
二
万
人
の
関
係
者
が

バ
ン
コ
ク
に
集
ま
っ
た
。
会
場
の
中
に
入

る
と
エ
イ
ズ
一
色
の
世
界
で
あ
る
。
研
究

者
、
医
療
関
係
者
、
各
国
政
府
、
国
連
、
製

薬
会
社
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
そ
し
て
世
界
各
地
か

ら
感
染
者
、
ブ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
面
々
が
顔
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
感
染
者
た
ち
が
一
国
の
首
相
や

製
薬
会
社
の
社
長
と
も
壇
上
で
向
き
合
い
、

エ
イ
ズ
対
策
の
あ
り
方
を
論
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。今
回
の
争
点
は
二
つ
あ
っ
た
。エ

イ
ズ
治
療
の
課
題
と
、
最
近
浮
上
し
つ
つ

あ
る
差
別
と
人
権
の
課
題
で
あ
る
。

　
途
上
国
の
エ
イ
ズ
治
療
に
関
し
て
は
、

二
〇
〇
〇
年
の
ダ
ー
バ
ン
会
議
か
ら
〇
二

年
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
会
議
に
か
け
て
大
き
く

前
進
し
た
。
ダ
ー
バ
ン
会
議
の
際
、
会
場

を
柵
の
外
か
ら
取
り
囲
み
、
治
療
を
呼
び

か
け
て
い
た
南
ア
フ
リ
カ
の
感
染
者
た
ち

が
流
れ
を
変
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

途
上
国
で
の
エ
イ
ズ
治
療
を
阻
ん
で
い
た

第
一
の
関
門
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
構
）

の
特
許
・
知
的
所
有
権
の
協
定
で
あ
っ
た
。

安
価
な
薬
の
製
造
・
輸
入
を
可
能
に
す
る

法
律
を
制
定
し
た
南
ア
フ
リ
カ
政
府
は
、

製
薬
会
社
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
協
定
違
反
だ
と

し
て
裁
判
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
の

法
廷
に
乗
り
出
し
た
感
染
者
グ
ル
ー
プ
が
、

世
界
中
か
ら
の
応
援
署
名
を
受
け
て
、
こ

の
裁
判
を
勝
利
に
導
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
勝
利
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
の
協
定
を
緩
和
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
会
議
で
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
構
）
が
〇
五
年
ま
で
に
途
上
国

の
三
百
万
人
へ
の
治
療
を
保
障
す
る
と
い

う
計
画
を
発
表
し
、
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ

ラ
リ
ア
と
戦
う
世
界
基
金
は
、
途
上
国
で

の
治
療
に
お
金
を
出
し
始
め
た
。
当
事
者

た
ち
が
先
頭
を
切
っ
て
行
動
し
、市
民
・
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
数
の
力
で
応
援
す
れ
ば
、
世
界
は

変
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
世
界
の
ル
ー
ル
が

変
わ
れ
ば
、
国
際
機
関
は
待
っ
て
ま
し
た

と
ば
か
り
に
動
き
出
す
。そ
し
て
い
ま
、ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
国
々
で
は
エ
イ
ズ
治

療
が
現
実
化
し
つ
つ
あ
る
。
治
療
と
い
う

生
存
へ
の
出
口
が
ほ
ん
の
少
し
だ
が
見
え

て
き
た
の
だ
。
生
存
へ
の
出
口
が
見
え
て

く
る
と
、
沈
黙
は
破
ら
れ
、
人
々
は
エ
イ

ズ
を
語
り
は
じ
め
た
。
　
　

　
し
か
し
、
今
回
の
会
議
で
は
『
ア
ク
セ

ス
・
フ
ォ
ア
・
オ
ー
ル
（
エ
イ
ズ
対
策
に

必
要
な
資
源
を
す
べ
て
の
人
に
）』
と
い
う

標
語
が
か
か
げ
ら
れ
た
が
、
さ
ら
な
る
前

進
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
九
・
一
一
事
件

以
降
、
日
本
を
含
む
先
進
各
国
が
自
国
の

国
益
を
強
調
し
、
エ
イ
ズ
対
策
な
ど
地
球

規
模
の
問
題
に
は
お
金
を
出
し
渋
り
つ
つ

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

■
弾
圧
と
モ
ラ
ル
の
押
し
付
け

　
差
別
と
人
権
の
問
題
は
、
今
回
の
ト

ピ
ッ
ク
と
な
っ
た
。
特
に
タ
イ
の
タ
ク
シ

ン
首
相
と
米
国
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
対

し
て
は
抗
議
の
声
が
あ
が
っ
た
。
開
会
式

の
タ
ク
シ
ン
首
相
の
演
説
の
際
、ノ
ー
・
モ

ア
・
ラ
イ
（
こ
れ
以
上
嘘
を
つ
く
な
）
と

書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
一
群
が

立
ち
上
が
っ
た
。
タ
ク
シ
ン
首
相
が
過
去

二
年
間
に
二
千
五
百
人
以
上
の
麻
薬
関
係

者
を
逮
捕
の
途
上
で
射
殺
さ
せ
た
こ
と
に

対
す
る
抗
議
で
あ
る
。
ハ
ー
ム
・
リ
ダ
ク

シ
ョ
ン
（
麻
薬
の
害
悪
軽
減
）
運
動
の
代

表
者
は
、「
弾
圧
を
強
め
れ
ば
、
彼
ら
は
皆
、

地
下
に
潜
り
、
対
策
の
取
り
よ
う
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
」
と
涙
を
流
し
つ
つ
訴
え

た
。
射
殺
さ
れ
た
人
間
の
中
に
は
、
麻
薬

中
毒
か
ら
抜
け
出
し
つ
つ
あ
っ
た
彼
の
友

人
が
何
人
も
い
た
そ
う
で
あ
る
。
一
方
、

ブ
ッ
シ
ュ
の
写
真
に
は
コ
ン
ド
ー
ム
が
投

げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

が
『
純
潔
と
貞
操
』
を
強
調
し
た
エ
イ
ズ

対
策
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
対
す
る
抗
議

で
あ
る
。
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
モ
ラ
ル
の

押
し
つ
け
は
、
感
染
者
に
対
す
る
差
別
を

強
め
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
差
別
と
人
権

の
問
題
は
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
姿
勢
に

あ
お
ら

よ
っ
て
煽
ら
れ
や
す
い
。
バ
ン
コ
ク
エ
イ

ズ
会
議
は
、南
ア
フ
リ
カ
の
ネ
ル
ソ
ン
・
マ

ン
デ
ラ
元
大
統
領
の
ス
ピ
ー
チ
と
と
も
に

幕
を
閉
じ
た
。
エ
イ
ズ
対
策
を
し
っ
か
り

や
る
よ
う
世
界
の
指
導
者
た
ち
に
呼
び
か

け
、「
明
日
は
私
の
八
六
歳
の
誕
生
日
、
そ

ろ
そ
ろ
引
退
さ
せ
て
く
れ
よ
」と
結
び
、満

か
っ
さ
い

場
の
喝
采
を
浴
び
た
。

※
注
①
　
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
が
開
発
さ
れ
、
発
病
を
抑
え
る
こ
と

　
　
　
　
が
可
能
に
な
っ
た
。

■予防・啓発活動として、歌を歌って行進するボランティアたち。

　エイズ問題は、他者とつながる意味をあらためて問いかける。

※
本
特
集
で
は
、「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ

　
Ｄ
Ｓ
」
と
「
エ
イ
ズ
」
と
い
う
表
記
が
混
在
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
的
に
は
寄
稿
者
の
記
述
通
り
に
表
記
し
て
い
ま
す

　
が
、
主
に
は
、
前
者
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
違
い
を
明

　
確
に
す
る
場
合
に
、
後
者
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
両
方

　
を
含
め
た
包
括
的
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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H I V / A I D S はなにを問いかけているか

知ることから始まる：H I V / A I D S の現状

■
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
は
な
に
か
？

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
／Hum

an

Im
m
unodeficiency V

irus

）
は
、
人
間
の
免
疫
機

構
の
細
胞
に
感
染
す
る
ウ
ィ
ル
ス
。
こ
れ

に
感
染
す
る
と
、
本
来
人
間
の
身
体
が

持
っ
て
い
る
免
疫
力
が
低
下
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
る
。

■
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
は
な
に
か
？

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
普
段
で
は
発

病
し
な
い
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
か

か
り
や
す
い
状
態
に
な
る
。
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
後

天
性
免
疫
不
全
症
候
群
／A

cquired Im
m
une D

efi-

ciency Syndrom
e

）
と
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
が
原

因
で
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
発
病
し
た
状
態

の
こ
と
を
い
う
。

■
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
ど
の
よ
う
に
感
染
す
る

　
の
か
？

　
他
人
に
感
染
す
る
だ
け
の
量
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ

は
、
主
に
血
液
、
精
液
、
膣
分
泌
液
に
含

ま
れ
て
い
る
。
主
な
感
染
経
路
と
し
て
は
、

次
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
感
染
者
と
の
（
コ
ン
ド
ー
ム
を
正
し
く

　
使
用
し
な
い
）
性
交
渉

②
感
染
者
と
の
注
射
針
・
注
射
器
の
共
用

③
感
染
し
て
い
る
母
親
か
ら
の
母
子
感
染

■
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
ら
、
か
な
ら
ず

　
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
発
病
す
る
の
か
？

ほ
ど
こ

　
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
療
法
（
後
述
）
を
施
さ
な
い

場
合
は
、
感
染
か
ら
通
常
五
〜
十
年
ほ
ど

で
ほ
ぼ
か
な
ら
ず
発
病
す
る
。
な
お
、
Ｈ

世界のHIV 感染者/AIDS 患者の推計：2003年末

(出典：UNAIDS  ”AIDS epidemic update, December 2003”）

東アジア・太平洋
　A : 700,000 - 1,300,000
　 B : 150,000 -       270,000
　C :     32,000  -           58,000

北アメリカ
　A : 790,000 - 1,200,000
　 B :     36,000 -            54,000
　C :     12,000 -            18,000

ラテンアメリカ
　A : 1,300,000 - 1,900,000
　 B :       120,000 -       180,000
　C :            49,000 -           70,000

西ヨーロッパ
　A : 520,000 - 680,000
　 B :     30,000 -      40,000
　C :          2,600 -          3,400

東ヨーロッパ・
中央アジア
　A : 1,200,000 - 1,800,000
　 B :       180,000 -       280,000
　C :            23,000 -           37,000

オーストラリア・
ニュージーランド
　A : 12,000 - 18,000
　 B :           700 -      1,000
　C :                          100未満

※2つの数値は、推計の範囲を示している。
※円グラフの大きさ（＝面積）は、Aの数値の人数比を表わしている。
　その際、推計範囲の中間値をとって比較している。

～ 　 グ ラ フ と Q & A で 見 る 　 ～

A : HIV 感染者 /AIDS 患者の推計(2003年末)
 B : 2003年における新規HIV 感染者の推計
C : 2003年におけるAIDS による死亡者の推計

北アフリカ・中東
　A : 470,000 - 730,000
　 B :     43,000 -      67,000
　C :      35,000 -     50,000

南・東南アジア
　A : 4,600,000 - 8,200,000
　 B :       610,000 - 1,100,000
　C :       330,000 -       590,000

サハラ以南アフリカ
　A : 25,000,000 - 28,200,000
　 B :     3,000,000 -      4,000,000
　C :      2,300,000 -     2,400,000

カリブ海沿岸
　A : 350,000 - 590,000
　 B :     45,000 -      80,000
　C :      30,000 -     50,000

HIV 感染者/AIDS 患者数　　　　　  合計     4,000万人

2003年の新規HIV 感染者数　　 　　合計         500万人

2003年のAIDSによる死亡者数  　　合計         300万人
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Ｉ
Ｖ
感
染
が
確
認
さ
れ
た
後
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

発
病
以
前
だ
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
発
病
と
診
断
さ
れ
る
と
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
患
者

と
呼
ば
れ
る
。

　
九
〇
年
代
半
ば
に
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
増
殖

を
抑
え
る
薬
（
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
）
が
開
発
さ

れ
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
病
を
抑
え
、
遅
ら
せ

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、

高
血
圧
や
糖
尿
病
と
同
じ
く「
慢
性
病
」と

し
て
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
側
面
も
あ
る
。

免
疫
力
が
あ
る
程
度
以
下
に
な
る
と
、
こ

の
療
法
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
を
抗
Ｈ
Ｉ

Ｖ
療
法
と
呼
ぶ
。

　
た
だ
、
あ
く
ま
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
増
殖
を
抑

え
る
だ
け
で
あ
り
、
体
内
か
ら
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を

完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
ま
だ
で
き
な
い
。

ま
た
、
発
病
前
の
期
間
で
も
体
内
に
は
Ｈ

Ｉ
Ｖ
が
あ
る
た
め
、
他
人
に
感
染
さ
せ
る

可
能
性
は
あ
る
。

■
ワ
ク
チ
ン
は
あ
る
の
か
？

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ

ン
は
、
開
発
中
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
実
用

化
さ
れ
て
い
な
い
。

■
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
治
療
で
き
る
の
か
？

　
基
本
は
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
療
法
が
主
な
治
療
と

な
る
。
免
疫
力
が
す
で
に
低
下
し
て
い
る

た
め
に
、
発
病
し
た
個
々
の
病
気
に
対
す

る
治
療
も
困
難
。
ま
た
、
感
染
し
た
Ｈ
Ｉ

Ｖ
を
体
内
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
現
時
点
で
は
完
治
は
不
可
能
。

■
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
対
す
る
　

　
対
策
は
？

　
い
く
つ
か
の
側
面
に
お
け
る
主
要
な
点

を
次
に
あ
げ
る
。

①
予
防
・
啓
発
…
予
防
に
は
コ
ン
ド
ー
ム

　
の
正
し
い
利
用
が
非
常
に
有
効
だ
が
、

　
知
識
を
普
及
さ
せ
る
だ
け
で
は
人
々
の

　
行
動
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
文

　
化
的
背
景
も
含
め
て
の
啓
発
が
必
要
。

②
母
子
感
染
予
防
…
妊
婦
が
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
療

　
法
を
受
け
る
こ
と
、
母
乳
を
与
え
な
い

　
こ
と
な
ど
で
、
感
染
を
防
ぐ
。

③
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
…
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い

　
る
か
ど
う
か
の
検
査
が
自
発
的
に
で
き

　
て
、
同
時
に
検
査
の
意
味
や
予
防
、
治

　
療
に
つ
い
て
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
行

　
な
わ
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
。

④
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
…
感
染
が
判
明
し
た

　
り
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
が
発
病
し
た
人
に
対
す
る

　
生
活
面
＆
精
神
面
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
。

⑤
治
療
…
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
を
用
い
た
治
療
。

⑥
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
が
原
因
の
死
亡
に
よ
る
社
会

　
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
軽
減
…
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
遺

　
児
（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
よ
り
片
親
も
し
く
は
両
親
を

　
亡
く
し
た
児
童
）
へ
の
支
援
な
ど
。

⑦
差
別
・
偏
見
の
解
消
…
こ
れ
が
な
さ
れ

　
な
い
と
、
前
述
①
〜
⑥
が
う
ま
く
進
め

　
ら
れ
な
い
。
総
合
的
な
対
策
が
必
要
。

■
な
ぜ
途
上
国
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
／

　
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
患
者
が
多
い
の
か
？

　
社
会
基
盤
整
備
の
状
況
も
含
め
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

　
予
防
面
で
は
、
啓
発
能
力
の
あ
る
人
材

の
不
足
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
コ

ン
ド
ー
ム
の
普
及
も
、
経
済
的
・
文
化
的

に
困
難
な
場
合
が
あ
る
。

HIV 感染者/AIDS患者の推計：1999-2003

　
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
の
多
く
は
先
進
国
で
開
発

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
特
許
料
が
価

格
に
反
映
さ
れ
る
た
め
に
、
途
上
国
で
薬

を
購
入
す
る
際
に
非
常
に
高
価
に
な
る
。

こ
れ
が
、
医
療
面
で
の
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
た
だ
、
途
上
国
内
で
同
じ
効
果
を
持

つ
薬
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
、
コ
ピ
ー
薬
な

ど
と
呼
ば
れ
る
）
の
開
発
・
提
供
が
行
な

わ
れ
た
例
も
あ
る
。

■
他
の
病
気
と
の
大
き
な
違
い
は
？

　
経
済
的
側
面
か
ら
見
る
と
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
主
要
な
働
き
手
の
世
代
・
子

育
て
世
代
を
直
撃
す
る
た
め
に
、
社
会
全

体
の
経
済
生
産
性
が
低
く
な
る
。

　
社
会
的
側
面
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
患
者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
が

根
強
い
。
こ
れ
は
、
最
初
の
症
例
が
ゲ
イ

の
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
こ
と
や
、
性
交
渉
で

感
染
す
る
こ
と
、
文
化
的
・
宗
教
的
な
背

景
な
ど
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
き
た
と
考
え

ら
れ
る
。
教
育
面
を
考
え
て
も
、
教
師
・
生

徒
双
方
の
減
少
に
よ
っ
て
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
教
育
シ
ス
テ
ム

自
体
の
質
と
効
果
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

　
医
療
的
側
面
か
ら
言
え
ば
、
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ

薬
に
副
作
用
が
あ
る
こ
と
や
、
複
数
の
薬

を
同
時
に
服
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。他
に
も
、治

療
を
始
め
た
ら
薬
を
飲
み
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
途
中
で
止
め
る
と
、
身
体
に

耐
性
が
で
き
て
同
じ
薬
が
効
か
な
く
な
る
）

な
ど
、
治
療
に
は
適
切
な
医
療
的
指
導
が

欠
か
せ
な
い
。

※この記号は、推計の範囲を示している。
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AIDSによる死亡者の推計：1999-2003

(上下とも・出典：UNAIDS  ”AIDS epidemic update, December 2003”）
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H I V / A I D S はなにを問いかけているか

　
南
ア
に
住
ん
で
い
る
と
、「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
」
と
い
う
言
葉
を
見
聞
き
し
な

い
日
は
な
い
と
言
っ
て
い
い
。
南
ア
は
、

人
口
四
千
四
百
万
人
の
う
ち
約
五
百
万
人

が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
一
国
の
感
染
者
数
と
し
て
は
世
界

最
大
で
あ
る
。
な
ぜ
南
ア
で
こ
れ
ほ
ど
Ｈ

Ｉ
Ｖ
の
感
染
が
拡
が
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
私
た
ち
は
、
今
回
の
調
査
中
、
い
ろ
い

ろ
な
人
に
こ
の
質
問
を
し
て
み
た
。
そ
し

て
、
い
つ
も
真
っ
先
に
返
っ
て
く
る
答
え

が
「
貧
困
」
で
あ
っ
た
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ

ト
政
策
に
よ
り
土
地
を
収
奪
さ
れ
た
た
め

に
今
で
も
農
村
で
は
自
給
で
き
ず
、
か
と

い
っ
て
農
村
に
職
が
あ
る
わ
け
で
も
な

く
、
多
く
の
男
性
は
鉱
山
や
白
人
農
場
へ

出
稼
ぎ
に
行
く
。
長
期
間
に
わ
た
り
家
族

か
ら
遠
く
離
れ
た
生
活
の
中
で
、
売
買
春

や
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
通
し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
が
拡
大
す
る
。
そ
し
て
、
い
っ
た
ん

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
発
症
す
る

と
、
一
家
の
働
き
手
が
病
気
に
な
る
こ
と

で
収
入
が
な
く
な
り
、
残
さ
れ
た
家
族
は

生
活
の
負
担
と
看
護
の
負
担
を
背
負
う
こ

と
に
な
る
。
親
が
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
で
亡
く
な
り

孤
児
に
な
る
子
ど
も
も
年
々
増
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
患
者
本
人
と
そ
の
家
族
に
は
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る
差
別
や
偏

見
も
待
ち
受
け
て
い
る
。
農
村
部
で
は
都

市
部
以
上
に
情
報
や
支
援
が
少
な
く
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
は
感
染
の
事
実
を
家
族
に
さ

え
言
え
ず
孤
立
し
が
ち
で
あ
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
が
わ
か
っ
た
女
性
が
夫
に
そ
の
事
実

を
告
げ
た
た
め
、
暴
力
を
振
る
わ
れ
た
り

九
四
年
に
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
か
ら
民
主
化
へ
の
移
行
が
実
現
し
、
今
年
民
主

化
十
周
年
を
迎
え
た
南
ア
フ
リ
カ
（
以
下
南
ア
）
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
が
十

年
前
の
予
測
よ
り
も
は
る
か
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
南
ア
は
、

そ
の
大
き
な
課
題
に
取
り
組
む
可
能
性
を
探
る
た
め
、
今
年
五
月
か
ら
九
月
に
か

け
て
南
ア
・
リ
ン
ポ
ポ
州
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る
調
査
を
行
な
っ
た
。

南
ア
フ
リ
カ
で
の
調
査
と
背
景

蜂
須
賀 

真
由
実

離
婚
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

た
と
え
女
性
の
感
染
が
夫
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
疑
い
が
強
い
場
合
で
も
、

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
取
り
組

む
た
め
、
南
ア
で
は
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｃ

Ｂ
Ｏ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
と
す
る
団
体
）

が

活
動
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
私
た
ち

は
多
く
の
団
体
を
訪
問
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

そ
れ
ら
の
団
体
は
、
新
た
な
感
染
を
防
ぐ

た
め
の
予
防
・
啓
発
活
動
や
、
看
護
が
必

要
な
人
へ
の
訪
問
看
護
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

が
経
験
や
悩
み
を
共
有
し
あ
う
た
め
の
場

の
提
供
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
栄
養
改
善
の

た
め
の
家
庭
菜
園
、孤
児
へ
の
支
援
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
。

　
人
々
が
言
う
よ
う
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
拡
大
の
原
因
が
「
貧
困
」
で
あ
る
な
ら
、

取
り
組
む
べ
き
課
題
は
と
て
つ
も
な
く
大

き
く
、
何
か
ら
取
り
組
め
ば
い
い
の
か
途

方
に
暮
れ
る
。
し
か
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
が
貧
困
家
庭
を
直
撃
し
、
女
性
や
子

ど
も
な
ど
社
会
の
な
か
で
も
っ
と
も
影
響

を
受
け
や
す
い
人
々
を
さ
ら
に
困
難
な
状

況
に
追
い
込
ん
で
い
る
の
も
事
実
だ
。
そ

の
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
人
々
が
希
望
を

持
っ
て
生
き
ら
れ
る
社
会
が
実
現
さ
れ
る

た
め
に
は
、
新
た
な
感
染
の
予
防
や
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
者
が
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
た

め
の
環
境
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
支
援
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
今
後
、現

地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
一
緒
に
そ
れ
ら
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
南
ア
フ
リ
カ
現
地
調
査
員

　
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
で
女

性
た
ち
が
手
拍
子
を
と
り
な
が
ら
歌

い
始
め
た
。
彼
女
た
ち
は
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ａ

Ｐ
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
行
な
う
予
防
・

啓
発
活
動
に
参
加
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
。
コ
ン
ド
ー
ム
は
政
府
が

無
料
で
配
布
し
て
い
る
。

　
彼
女
た
ち
は
歌
や
劇
を
通
し
て

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
は
ど
の
よ

う
な
病
気
か
」「
ど
う
す
れ
ば
予
防

で
き
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て

い
く
。
今
日
の
予
防
活
動
の
対
象
者

は
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
集
ま
る

人
々
。
大
き
な
声
で
歌
を
歌
い
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
こ
と
を
伝
え
て
い

く
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
こ
の
よ

う
な
活
動
を
村
の
学
校
や
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
酒
場
で
も
行
な
っ
て
い
る
。

　
す
べ
て
が
順
調
と
い
う
わ
け
で
も

な
い
。
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、「
コ

ン
ド
ー
ム
を
使
う
こ
と
が
大
事
と
い

う
知
識
を
得
て
も
、
そ
れ
を
使
う
よ

う
に
態
度
を
改
め
て
く
れ
な
い
男
性

◆  

◆  

◆

コ
ン
ド
ー
ム
を
使
お
う
！■劇を通してHIV/AIDS の

　ことを伝えていく。

南アフリカにおける

HIV/AIDS の状況 : 2003 年末

・感染者/患者数
　　　　　　　 … 約530万人

（出典：UNAIDS/WHO
  “Epidemiological Fact Sheet - 2004
　Update : South Africa”)

→ １ヵ国の感染者/患者数とし
    ては世界最大。国民の約1/8。

・死亡者数(2003年) … 約37万人
→ 1日約1000人が死んでいる。
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日
本
は
エ
イ
ズ
対
策
「
後
進
国
」
か

沢
田 

貴
志

シ
ェ
ア
＝
国
際
保
健
協
力
市
民
の
会
副
代
表
／
医
師

■
責
任
転
嫁
の
構
造

　
九
六
年
に
開
発
さ
れ
た
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｔ
と

呼
ば
れ
る
エ
イ
ズ
治
療
薬
は
、
エ
イ
ズ
患

者
の
健
康
状
態
を
著
し
く
改
善
さ
せ
た
。

こ
の
結
果
、
エ
イ
ズ
は
「
必
ず
死
に
至
る

病
」
か
ら
「
糖
尿
病
や
高
血
圧
の
よ
う
な

慢
性
病
の
一
つ
」
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
と

す
ら
い
わ
れ
た
。
多
く
の
先
進
国
で
は
、

エ
イ
ズ
を
発
病
す
る
人
の
数
は
減
少
を
し

始
め
、
エ
イ
ズ
対
策
は
一
つ
の
峠
を
越
え

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
で

は
い
ま
だ
に
エ
イ
ズ
を
発
病
す
る
人
の
数

は
ほ
ぼ
直
線
的
に
増
加
を
続
け
て
い
る
。

　
エ
イ
ズ
は
都
市
か
ら
農
村
へ
、
富
裕
層

か
ら
貧
困
層
へ
流
行
が
移
動
し
て
い
く
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
エ
イ
ズ
が
個
人
の
モ
ラ

ル
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
資
源
に
ア
ク

セ
ス
で
き
な
い
こ
と
が
リ
ス
ク
を
高
め
る

「
社
会
的
な
病
気
で
あ
る
」
こ
と
が
わ
か

る
。
で
は
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
整
っ
て

い
る
は
ず
の
日
本
で
な
ぜ
エ
イ
ズ
発
病
者

が
増
加
を
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

　

　
こ
れ
は
、
過
去
二
十
年
間
に
日
本
で
エ

イ
ズ
が
ど
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
き
た
か

と
い
う
問
題
と
無
縁
で
は
な
い
。
八
〇
年

代
か
ら
外
国
人
・
同
性
愛
者
・
性
産
業
従

事
者
・
女
性
・
若
者
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
変

え
な
が
ら
、
社
会
の
多
数
者
が
少
数
者
に

責
任
を
押
し
付
け
て
非
難
を
集
中
す
る
と

い
う
構
造
が
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

　
こ
の
結
果
、
感
染
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ

れ
や
す
い
人
々
が
必
要
な
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
有
効
な

予
防
対
策
が
進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
こ

う
し
た
責
任
転
嫁
の
結
果
と
し
て
、
社
会

の
大
多
数
が
自
分
た
ち
が
リ
ス
ク
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
否
認
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
そ
し

て
タ
イ
や
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
、
男
性
同
性
愛

者
や
性
産
業
で
働
く
労
働
者
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
自
身
が
健
康
を
追
求
す
る
権
利
を
主

張
し
、
市
民
社
会
が
こ
れ
に
連
帯
す
る
こ

と
で
感
染
率
を
下
げ
る
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。
し
か
し
日
本
で
は
、
こ
う
し
た
少

数
者
に
対
す
る
支
持
的
な
環
境
が
乏
し
く
、

多
く
の
当
事
者
が
声
を
あ
げ
ら
れ
ず
に
い

る
。
エ
イ
ズ
患
者
の
四
分
の
一
を
占
め
る

在
日
外
国
人
感
染
者
に
至
っ
て
は
、
過
半

数
が
滞
在
資
格
を
持
た
な
い
が
ゆ
え
に
初

期
医
療
を
受
け
る
権
利
す
ら
保
障
さ
れ
ず
、

重
症
化
し
て
死
に
直
面
す
る
状
態
に
な
る

ま
で
検
査
も
治
療
も
受
け
ら
れ
て
い
な
い
。

■
人
権
か
ら
出
発

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
流
行
が
始
ま
っ
て
か
ら
一

定
の
時
期
を
過
ぎ
る
と
多
様
な
人
口
集
団

の
中
で
の
感
染
が
広
が
り
始
め
、
社
会
の

多
数
派
の
中
で
の
流
行
の
時
期
に
入
る
。

日
本
で
は
こ
こ
数
年
間
に
日
本
人
男
性
の

男
女
間
で
の
性
感
染
に
よ
る
発
病
者
が
増

加
し
て
き
て
お
り
、
献
血
で
の
陽
性
率
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
国
を
追
い
越
す
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
で
も

エ
イ
ズ
が
全
て
の
人
々
に
と
っ
て
他
人
事

で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
今
後
、
本
格
的
な
感
染
の
拡
大
が

確
実
と
な
っ
て
い
る
日
本
で
こ
そ
、
若
者

を
始
め
と
す
る
全
て
の
生
殖
年
齢
に
あ
る

人
々
に
、
感
染
の
危
険
性
と
予
防
の
具
体

的
な
方
法
が
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
現
実
に
は
、
性
教
育
に
対
す
る

批
判
が
強
く
、
コ
ン
ド
ー
ム
を
提
示
し
た

具
体
的
な
性
感
染
症
予
防
の
た
め
の
教
育

が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
エ
イ
ズ
対
策
で
は
、
社
会
の
中
で
差
別

さ
れ
が
ち
な
少
数
者
を
支
援
し
、
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
運
動
を
進
め
る
こ
と

が
成
功
の
鍵
で
あ
る
。
ま
た
当
事
者
の
参

加
に
よ
り
、
現
実
に
即
し
た
対
策
を
立
案

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し

た
手
法
は
開
発
途
上
国
で
私
た
ち
が
関

わ
っ
て
き
た
開
発
の
手
法
と
基
本
的
に
は

同
じ
で
あ
る
。
対
等
な
権
利
を
保
障
す
る

人
権
を
尊
重
し
た
姿
勢
と
現
場
の
実
情
に

あ
っ
た
草
の
根
の
手
法
の
重
視
こ
そ
が
、

日
本
の
エ
イ
ズ
対
策
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

国
内
で
の
取
り
組
み
の
前
進
な
く
し
て
、

有
効
な
国
際
社
会
へ
の
支
援
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
。
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Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
行
な
う
予
防
・
啓
発
活

動
や
訪
問
看
護
は
数
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
で
成
り
立
っ
て
い

る
。
そ
の
多
く
が
女
性
で
あ
る
。
あ

る
訪
問
看
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
女
性

が
自
分
の
担
当
し
て
い
る
孤
児
に
つ

い
て
話
し
て
く
れ
た
。

　「
そ
の
孤
児
た
ち
は
食
べ
物
を
買

う
お
金
が
な
く
て
、
パ
パ
イ
ア
だ
け

を
食
べ
て
い
た
の
。
だ
か
ら
私
は
自

分
の
家
か
ら
パ
ッ
プ
（
と
う
も
ろ
こ
し

の
粉
を
練
っ
た
も
の
）
を
持
っ
て
い
っ
て

あ
げ
た
ん
だ
け
ど
、
私
が
で
き
る
こ

と
に
も
限
界
が
あ
る
し
…
」

　
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
が
抱
え

る
課
題
と
、
本
人
自
身
も
決
し
て
裕

福
と
は
い
え
な
い
彼
女
が
で
き
る
こ

と
と
の
狭
間
で
日
々
悩
み
、
と
て
も

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
の
だ
と
い
う
。

そ
れ
で
も
、
週
一
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
と

悩
み
を
共
有
す
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス

を
発
散
し
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。

南
ア
に
は
彼
女
の
よ
う
な
女
性
が
無

数
に
い
る
。
　
　
　
　
　（
蜂
須
賀
）

も
多
い
。
そ
れ
で
も
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
続
け
て
い
る
の
」
と
悩

み
を
打
ち
明
け
て
く
れ
た
。
彼
女
た

ち
の
試
行
錯
誤
は
続
く
。（
蜂
須
賀
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
苦
悩

日本国内のHIV感染者/AIDS患者の推計：1985-2003

(

出
典
・
エ
イ
ズ
予
防
情
報

 

ネ
ッ
ト 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

― リボンバッジ ―

南アフリカのジョハネスバーグ市にあるHIV感染者の女性グループでは、伝統工芸で
あるビーズ工芸で、レッドリボンをあしらったバッジなどをつくっています。これは、
定職に就けない彼女たちの貴重な収入源となっています。JVCではこのリボンバッジ
を販売しています (1個 400円)。申し込みは、JVC原田まで。TEL : 03-3834-2388
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ラオス

■
当
時
の
背
景

　
ラ
オ
ス
で
は
ま
だ
比
較
的
豊
か
な

森
が
残
さ
れ
、
人
々
は
森
を
中
心
と

し
た
生
活
を
営
ん
で
い
る
が
、
そ
の

暮
ら
し
に
も
徐
々
に
変
化
は
起
き
て

い
た
。
農
業
で
は
化
学
肥
料
や
農
薬

が
入
り
始
め
、
そ
の
害
を
よ
く
認
識

せ
ず
に
使
用
し
て
い
た
り
、
村
人
の

生
活
を
支
え
る
森
が
伐
採
さ
れ
、
代

わ
り
に
ユ
ー
カ
リ
な
ど
の
商
業
用
木

材
が
植
林
さ
れ
た
り
し
て
い
た
。

　
村
人
の
主
な
生
計
の
手
段
で
あ
る

農
業
に
活
動
の
焦
点
を
当
て
、
農
業

を
基
盤
と
し
た
豊
か
で
安
定
し
た
生

活
を
実
現
し
た
い
と
い
う
切
実
な
村

人
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
活
動
が

始
ま
っ
た
。

■
自
然
農
業
の
普
及

　
自
然
農
業
（
こ
こ
で
は
、「
森
の
中
に
見

ら
れ
る
自
然
の
サ
イ
ク
ル
を
い
か
す
農
業
」

の
こ
と
を
さ
す
）

の
大
切
さ
を
伝
え
る

こ
と
か
ら
活
動
は
始
ま
っ
た
。
実
際

に
村
人
と
と
も
に
森
に
入
り
、
土
、

木
、
葉
、
太
陽
、
雨
、
虫
や
鳥
な
ど

を
通
し
て
見
え
る
自
然
の
中
の
循

環
。
こ
れ
を
田
や
畑
で
再
現
す
る
農

業
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
。
身
の
ま

わ
り
に
あ
る
資
源
を
利
用
し
た
肥
料

な
ど
土
壌
の
改
善
を
行
な
う
技
術
を

伝
え
た
。
ま
た
、
現
金
収
入
に
つ
な

が
る
果
樹
栽
培
に
も
関
心
が
あ
り
、

ラオス事業担当 川合 千穂

良
い
品
種
を
普
及
す
る
た
め
の
果
樹

苗
配
布
や
雨
季
に
お
け
る
野
菜
栽
培

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
農
薬
や
化
学
肥

料
に
つ
い
て
影
響
を
考
え
る
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
し
た
。

■
生
活
改
善

　
村
人
か
ら
根
強
い
水
へ
の
要
望
が

あ
っ
た
。
〇
一
年
か
ら
、
そ
の
土
地

に
適
し
た
、
村
人
も
参
加
し
な
が
ら

行
な
う
給
水
支
援
を
実
施
し
た
。
浅

井
戸
、
手
押
し
ポ
ン
プ
式
深
井
戸
、

川
の
水
を
利
用
し
た
導
水
施
設
な
ど

を
村
人
た
ち
と
話
し
合
い
な
が
ら
建

設
し
た
。
特
に
全
村
人
が
参
加
し
て

行
な
う
導
水
施
設
で
は
、
何
日
も
か

け
て
村
に
入
り
建
設
を
一
緒
に
行
な

う
た
め
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

村
の
状
況
が
把
握
で
き
た
り
、
そ
の

後
村
人
か
ら
の
意
欲
的
な
参
加
を
引

き
出
し
た
り
、
地
道
な
農
業
の
活
動

を
支
え
る
結
果
に
な
っ
た
。

■
七
年
の
成
果
と
は
？

　
対
象
村
の
村
人
の
多
く
は
七
〇
年

代
に
内
戦
の
戦
火
か
ら
逃
れ
、
北
部

山
岳
地
帯
か
ら
移
住
し
た
人
々
で
、

こ
れ
ま
で
は
移
動
式
焼
畑
農
業
を
行

な
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
政
府
の

政
策
で
焼
畑
は
禁
止
さ
れ
、
定
住
化

農
業
を
行
な
わ
な
く
て
は
な
ら
な
っ

た
。
ま
た
、
野
草
や
果
物
な
ど
を
森

か
ら
取
得
し
て
い
た
が
、
伐
採
に
よ

り
森
林
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
こ
れ

ら
林
産
物
も
減
り
、
野
菜
や
果
樹
を

自
分
た
ち
で
植
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
七
年

間
、
当
初
三
村
に
て
、
途
中
か
ら
三

村
増
え
て
計
六
村
で
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
間
に
、
村
を
取
り
巻
く
状
況
は

色
々
と
変
わ
っ
た
が
、
特
に
大
き
い

変
化
は
、
道
路
が
改
修
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
近

郊
で
あ
る
た
め
、
首
都
の
市
場
の
拡

大
と
共
に
改
修
さ
れ
た
道
路
を
通
っ

て
多
く
の
仲
買
人
が
農
作
物
を
購
入

す
る
た
め
に
村
に
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
把
握
す
る
た

め
、
三
村
で
詳
細
な
聞
き
取
り
調
査

を
行
な
い
最
終
評
価
を
実
施
し
た

（
グ
ラ
フ
参
照
）。
多
く
の
人
が
混
作

※
注
①

、
家
畜
糞
を
使
用
し
た
肥
料
を

利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
技

術
は
伝
統
的
に
村
人
が
実
施
し
て
き

た
も
の
だ
が
、
伝
統
の
再
評
価
に
も

つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
土
の
保
湿
の

わ 

ら

た
め
に
敷
き
藁
な
ど
を
作
物
の
周
囲

に
敷
く
マ
ル
チ
も
多
く
の
人
が
実
践

し
て
い
る
。
刈
っ
た
草
を
土
の
表
面

に
そ
の
ま
ま
置
く
な
ど
手
軽
な
や
り

方
が
実
践
の
鍵
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
◎

　
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
支

え
ら
れ
て
き
た
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、
七
年
の
活
動
を
通

し
て
、
あ
る
程
度
の
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

年
六
月
末
に
、
予
定
通
り
終
了
と

な
っ
た
。
最
後
の
村
訪
問
は
ど
こ
で

も
バ
ー
シ
ー
（
儀
式
）
が
開
か
れ
、
多

く
の
村
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝
と

今
後
と
も
交
流
を
続
け
て
欲
し
い
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

0�

10

20

30�

40�

コンポスト�
技術�

マルチ� 緑肥�

回
答
数�

家畜糞� 発酵液肥�混作�

ポンサワート村（聞き取り数：39）

ナワイ村（聞き取り数：37）�

ポンソン村（聞き取り数：37）

※注②�

■牛の糞を投入し、田の土壌改良を行なう。

　97年、タイの通貨バーツの下落をきっかけに、それまで上昇の一途を
辿っていたアジア経済は大きな打撃を受けた。同じ年、JVCラオスでは
それまでの村の開発ボランティアを通した幅広い農村開発から、より農
業に焦点を絞った活動へとプロジェクトを転換させた。今年6月をもっ
て終了したこのプロジェクトについて報告する。

■自然農業技術の実践に関する聞き取り結果

ビエンチャンプロジェクト終了報告�ビエンチャンプロジェクト終了報告�

※
注
①
　
ひ
と
つ
の
畑
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
作
物

　
　
　
　
を
一
緒
に
栽
培
す
る
こ
と
。
病
虫
害
を
抑

　
　
　
　
え
、
土
地
や
雨
水
を
有
効
利
用
で
き
る
。

※
注
②
　
細
か
く
刻
ん
だ
植
物
や
果
物
、
貝
な
ど
を

　
　
　
　
砂
糖
に
混
ぜ
て
一
週
間
以
上
発
酵
さ
せ
る

　
　
　
　
こ
と
で
で
き
る
液
状
の
肥
料
。
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イラク

日本イラク医療支援ネットワーク
　　　　　       (JIM-NET) 設立に関して

イラク事業担当 佐藤 真紀

■
支
援
に
欠
か
せ
な
い
専
門
性

　
き
っ
か
け
は
、
昨
年
、
製
薬
会
社

か
ら
白
血
球
を
増
や
す
薬
の
寄
付
の

申
し
出
が
あ
っ
た
と
き
の
こ
と
だ
。

白
血
病
の
治
療
で
は
、
抗
ガ
ン
剤
で

ガ
ン
化
し
た
白
血
球
の
活
動
を
抑
え

な
が
ら
も
、
正
常
な
白
血
球
を
増
や

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
日
本
で
の
治
療
に
は
欠
か
せ

な
い
薬
で
あ
る
。
し
か
し
、「
イ
ラ
ク

人
が
使
っ
た
こ
と
の
な
い
薬
を
日
本

か
ら
持
ち
込
ん
で
い
い
の
か
」「
も

し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た
ら
誰
が
責
任

を
取
る
の
か
」
な
ど
、
何
人
か
の
医

師
に
相
談
し
て
み
た
が
、
意
見
が
分

か
れ
た
。
結
局
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
こ
の

薬
を
送
る
の
を
あ
き
ら
め
た
。
専
門

知
識
も
な
い
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
は
判
断
で
き

な
か
っ
た
か
ら
だ
。
た
だ
、
こ
の
薬

が
あ
れ
ば
助
か
る
子
ど
も
が
い
る
。

　
こ
の
と
き
の
悔
し
い
思
い
を
、
私

は
医
師
で
も
あ
る
林
達
雄
理
事
に
ぶ

つ
け
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
連
帯
基

金
（
以
下
Ｊ
Ｃ
Ｆ
）
は
、
同
じ
薬
を
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
に
持
ち
込
ん
で
成
果
を

あ
げ
て
い
た
。
林
理
事
と
旧
知
の
間

み
の
る

柄
で
あ
る
鎌
田
實
医
師
を
紹
介
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
二
人
で
Ｊ
Ｃ

Ｆ
の
理
事
会
ま
で
押
し
か
け
、「
せ

め
て
、
医
学
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

こ
ん
が
ん

た
だ
け
れ
ば
」
と
懇
願
し
た
。

　
こ
れ
で
、
鎌
田
医
師
の
意
思
は
固

ま
っ
た
。「
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」

そ
れ
で
で
き
た
の
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｍ-

Ｎ

Ｅ
Ｔ
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｍ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
目
的
は
三
つ

あ
る
。

①
専
門
性 

↓ 

医
学
的
に
正
し
い
援

　
助
で
あ
る
こ
と
。

②
効
率
性 

↓ 

過
不
足
の
な
い
支
援

　
が
で
き
る
よ
う
に
内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
が
調
整
し
あ
う
。

③
継
続
性 

↓ 

イ
ラ
ク
政
府
が
自
立

　
し
て
安
定
す
る
ま
で
、
支
援
を
継

　
続
す
る
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
。

　
バ
ス
ラ
の
イ
ブ
ン
ガ
ス
ワ
ン
病
院

か
ら
ジ
ャ
ナ
ー
ン
医
師
が
来
日
し
た

と
き
に
は
、
長
崎
の
ア
ジ
ア
と
結
ぶ

市
民
の
会
・
長
崎
の
川
端
強
氏
と
映

画
監
督
の
鎌
仲
ひ
と
み
氏
も
合
流
し

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
話

し
合
っ
た
。

■
ア
ン
マ
ン
で
第
一
回
会
議
を

　
開
催

　
八
月
十
一
、
十
二
日
に
は
、
イ
ラ

ク
か
ら
医
師
を
呼
ん
で
ア
ン
マ
ン
で

会
合
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
バ
グ

ダ
ッ
ド
を
中
心
に
バ
ス
ラ
か
ら
も
一

名
の
医
師
が
加
わ
り
、
六
名
の
医
師

と
、
日
本
か
ら
も
二
名
の
医
師
と
医

療
機
器
の
技
師
が
一
名
参
加
し
て
専

門
的
な
や
り
取
り
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
イ
ラ
ク
の
治
安
は
非
常
に
悪
化
し

て
お
り
、
医
師
た
ち
が
無
事
に
ア
ン

マ
ン
ま
で
来
ら
れ
る
か
ど
う
か
心
配

さ
れ
た
が
、
彼
ら
は
、
事
前
に
リ
ク

エ
ス
ト
し
た
資
料
依
頼
に
対
し
て
詳

し
い
デ
ー
タ
を
準
備
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
丁
寧
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

し
て
く
れ
た
。
全
員
が
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
※
注
①

を
器
用
に
使
い
こ
な
す
の

も
少
し
驚
い
た
。
つ
い
こ
の
間
ま
で

は
経
済
制
裁
で
パ
ソ
コ
ン
も
ほ
と
ん

ど
な
い
状
況
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
セ
ン
ト
ラ
ル
小
児

教
育
病
院
の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
医
師
は
、

「
料
理
と
同
じ
。
は
じ
め
か
ら
ス

テ
ー
キ
は
い
ら
な
い
。
塩
と
パ
ン
が

ま
ず
必
要
だ
」
と
、
イ
ラ
ク
の
ニ
ー

ズ
を
説
明
す
る
。
な
ん
で
も
欲
し
が

る
姿
勢
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。「
自

分
た
ち
の
力
で
、
自
分
た
ち
の
国
の

子
ど
も
の
命
を
守
り
た
い
。
薬
も
、

で
き
る
だ
け
キ
マ
デ
ィ
ア
（
国
営
の
薬

配
給
会
社
）
を
通
し
て
調
達
す
る
。
足

り
な
い
薬
を
連
絡
す
る
の
で
、
す
ぐ

に
送
っ
て
ほ
し
い
」「
中
古
の
医
療

機
器
で
も
、
定
期
的
に
整
備
し
て
使

え
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

な
ら
、
日
本
か
ら
送
っ
て
ほ
し
い
」

と
謙
虚
で
あ
る
。

　
帰
り
が
け
に
、
バ
ク
ダ
ッ
ド
内
で

の
交
通
費
を
わ
ず
か
な
が
ら
払
お
う

と
し
た
が
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
医
師
は

「
イ
ラ
ク
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

薬
代
と
し
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

受
け
取
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。

■
今
後
の
予
定

　
Ｊ
Ｉ
Ｍ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
に
現
在
参
加
し

て
い
る
の
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
、
Ｊ
Ｃ
Ｆ
、
ア

ジ
ア
と
結
ぶ
市
民
の
会
・
長
崎
、
劣

化
ウ
ラ
ン
廃
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
童

話
館
、
イ
ラ
ク
医
療
支
援
・
通
販
生

活
の
六
団
体
で
あ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｍ-

Ｎ

Ｅ
Ｔ
は
、
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
の
活

動
を
尊
重
し
、
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
拡
大
し
て
い
く
予
定
だ
。

　9月、JVCは他5団体と合同で『日本イラク医療支援ネットワーク（以
下JIM-NET）』を設立した。薬や医療機材が慢性的に不足しているイラク
に対して、現地のイラク人医師と連携しつつ、本当に必要とされている
医療支援を実現するためのものだ。

■会議の様子。イラクと日本の医師が会合した。

※
注
①
　
パ
ソ
コ
ン
上
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

　
　
　
　
行
な
う
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。
娃

■ザイナブちゃん、5歳。CD『イラク
　の子どもたち』で、ママの歌を歌っ
　てくれている。残念なことに、出血
　がひどく3ヵ月前に死亡した。
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お届けします！
カレンダー
ボランティア隊

カレンダーカレンダー

写真：和気あいあいと作業するカレンダーボランティア隊。

プロジェクトの現場から
message from the field

荻野 洋子

　
十
月
に
入
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
販

売
も
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
皆

さ
ま
に
郵
便
で
カ
レ
ン
ダ
ー
の
お
知

ら
せ
を
し
た
後
は
、
毎
日
事
務
所
に

百
通
、
二
百
通
の
お
申
し
込
み
が
届

き
ま
す
。
う
れ
し
い
悲
鳴
！

　
そ
の
う
れ
し
い
悲
鳴
を
し
っ
か
り

フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
で
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
は
、

現
在
約
二
十
名
。
仕
事
や
学
業
の
合

間
に
週
に
一
回
手
伝
い
に
来
て
く
だ

さ
る
方
も
い
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
毎

日
、
ス
タ
ッ
フ
以
上
に
事
務
所
に
つ

め
て
動
い
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま

す
。
学
生
さ
ん
、
お
勤
め
の
方
、
退

職
さ
れ
た
方
、
主
婦
の
方
、
こ
の
秋

か
ら
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
れ

ば
、
も
う
何
年
も
カ
レ
ン
ダ
ー
に
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
も
。

　
そ
の
一
人
、
小
杉
さ
ん
。「
私
は
国

際
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
抱

い
て
い
ま
し
た
が
、
何
か
ら
始
め
れ

ば
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
も
や
も
や

と
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
将
来
に
向
け
て
の
ス
テ
ッ
プ
を

探
し
て
い
た
と
き
に
、
講
演
会
で
事

務
局
長
の
清
水
さ
ん
か
ら
『
と
り
あ

え
ず
、
ど
ん
ど
ん
動
く
し
か
な
い

よ
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
一
度
見
学
に
来
て
み

れ
ば
』
と
言
わ
れ
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
は
自
分
の
テ
ー
マ
を
模
索
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

　
週
二
回
発
送
事
務
を
担
当
し
て
い

る
豊
田
さ
ん
は
「
カ
レ
ン
ダ
ー
に

写
っ
て
い
る
人
々
の
真
剣
に
祈
る
姿

に
感
動
し
、
皆
さ
ん
に
も
お
届
け
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
平
和
な
世

界
の
た
め
に
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

協
力
と
理
解
が
不
可
欠
だ
と
思
う
の

で
…
」
と
。
お
知
り
あ
い
に
も
カ
レ

ン
ダ
ー
を
ど
ん
ど
ん
勧
め
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　
長
く
カ
レ
ン
ダ
ー
の
発
送
を
担
当

し
て
い
る
中
井
さ
ん
は
、
カ
メ
ラ
マ

ン
。「
来
ら
れ
る
範
囲
で
来
て
い
る

だ
け
」
と
本
人
は
言
わ
れ
ま
す
が
、

カ
レ
ン
ダ
ー
が
傷
な
く
き
ち
ん
と
届

い
た
か
、
誰
よ
り
心
配
し
て
く
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
一
同
の
願
い
は
、「
皆
さ
ま
の
ご

注
文
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
」

　
　
　
　
　

カレンダー事務局

漁業共同体
広報キャンペーン

　後川 泰章

カンボジアカンボジア

アクションリサーチ・　　
漁業共同体調査担当

　
二
〇
〇
〇
年
末
フ
ン
セ
ン
首
相

直
々
の
政
令
に
よ
り
、
ト
ン
レ
サ
ッ

プ
湖
の
商
業
漁
業
権
区
域
の
約
半
分

が
無
効
と
さ
れ
、
漁
業
共
同
体
を
通

じ
て
地
元
の
零
細
漁
民
に
開
放
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ン
ポ
ン
チ
ュ
ナ
ン
県
で

は
す
ぐ
に
四
十
四
ヵ
所
の
漁
業
共
同

体
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
住
民
が
主
体
と
な
っ
た

活
動
は
あ
ま
り
活
発
で
は
な
い
よ
う

で
す
。

　
そ
の
理
由
は
、
漁
業
共
同
体
に
法

的
な
効
力
を
持
た
せ
る
新
漁
業
法
及

び
政
令
が
発
効
さ
れ
ず
、
い
ま
だ
に

漁
業
共
同
体
に
法
的
な
裏
付
け
が
な

い
こ
と
、
地
域
住
民
の
意
思
と
は
別

に
行
政
主
導
で
拙
速
気
味
に
漁
業
共

同
体
の
設
立
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
地
域

住
民
は
、
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
の
水
位

が
上
昇
す
る
雨
季
に
は
高
床
式
住
居

の
床
下
ま
で
浸
水
す
る
た
め
に
漁
を

す
る
も
の
の
、
水
が
引
い
て
い
る
季

節
は
畑
で
唐
辛
子
や
と
う
も
ろ
こ
し

を
育
て
、
田
で
稲
を
育
て
て
い
ま

す
。
漁
業
が
主
体
だ
っ
た
時
代
も
か

つ
て
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
近
年
の

漁
獲
高
の
減
少
か
ら
、
す
で
に
漁
業

か
ら
農
業
へ
と
比
重
を
移
し
て
き
て

い
る
よ
う
な
の
で
す
。
魚
が
減
っ
た

原
因
は
、
大
型
漁
業
が
増
え
、
ま
た

商
業
漁
業
区
内
の
浸
水
林
の
伐
採
で

魚
の
繁
殖
場
所
が
減
少
し
て
い
る
た

め
。
こ
の
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
住

民
が
い
る
一
方
で
、
生
態
系
を
損
ね

る
よ
う
な
違
法
の
漁
法
を
行
な
う
者

も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
住
民
が
地
域
の
漁
業
資
源
を
保
全

し
利
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
漁

業
共
同
体
で
す
が
、
行
政
主
導
で
設

立
さ
れ
、
法
的
裏
付
け
も
な
い
な

か
、
い
ま
だ
に
十
分
に
住
民
に
情
報

が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
ト

ン
レ
サ
ッ
プ
湖
の
水
位
が
最
高
位
に

な
り
コ
ン
ポ
ン
チ
ュ
ナ
ン
県
の
漁
業

地
域
が
漁
期
に
入
る
こ
の
季
節
に
各

村
々
を
訪
れ
て
、
住
民
が
自
分
た
ち

の
権
利
を
守
れ
る
よ
う
に
、
漁
業
共

同
体
に
関
す
る
情
報
提
供
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
な
う
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
今
年
六
月
に
編
集
・
出
版
し

た
『
漁
業
共
同
体
運
営
の
経
験
か

ら
』
と
い
う
冊
子
を
活
用
す
る
予
定

で
す
。
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十
年
ほ
ど
前
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
北
朝
鮮

支
援
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た

と
聞
い
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
発
足
の
当
初
か

ら
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
私
は
、
あ

き
　
ぐ

る
感
慨
と
同
時
に
危
惧
の
念
も
抱
い

た
。
七
〇
年
代
の
学
生
時
代
に
韓
国

民
主
化
連
帯
運
動
に
関
わ
っ
て
以

来
、
私
は
朝
鮮
半
島
に
関
心
を
持
っ

て
き
た
。
朝
鮮
半
島
は
、
日
本
に
最

も
近
く
、
そ
れ
だ
け
複
雑
な
歴
史
と

葛
藤
を
持
つ
地
域
で
あ
る
。
近
い
か

ら
こ
そ
、
対
立
と
不
信
と
偏
見
が
、

相
互
に
根
強
く
存
在
す
る
。
同
書
で

筒
井
由
紀
子
の
い
う
「
難
し
さ
」
が

予
見
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
私
は
危
惧

を
抱
い
た
の
で
あ
る
。き 

ゆ 

う

　
し
か
し
、
そ
れ
は
杞
憂
だ
っ
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
人
道
援
助
を
掲
げ
、
他
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
と
も
に
、
現
地
に
飛
び
込

ん
で
い
っ
た
。
飢
え
、
苦
し
む
人
々

が
い
れ
ば
、
ど
こ
で
あ
れ
救
援
に
赴

く
と
い
う
そ
の
精
神
が
、
両
国
の

「
難
し
さ
」
に
道
を
開
い
た
の
だ
ろ

　「クーラーつけていいですか？」

　おずおずとみんなに声をかける。

夏の盛りならまだしも、秋への季節

の変り目、たとえ室内が蒸していて

も、外が涼しい日は言い出しづらい。

が、遠慮している場合ではない。ひと

えに、私のパソコンのためである。

　夏のある日、私のパソコンの画面

が突然消えた。しばらくデータの

バックアップをとっていなかった私

は、真っ青になった。どうやったら復

活するのか思案しているとき、ホー

ムページインターンの鳥山氏が「暑

すぎるんじゃないですか、ここ。クー

ラーつけたらどうでしょう？」と一

言。クーラーをつけて涼しくし、半日

パソコンと私の微妙な関係
広報／JVCコンサート事務局　石川朋子

スタッフのひとりごとスタッフのひとりごと

『北朝鮮の人びとと人道支援』

日本国際ボランティアセンター (JVC) 編　明石書店　1500円＋税

イラスト／かじの 倫子

みるよむきくみるよむきく

う
。
試
行
錯
誤
の
中
で
、
韓
国
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
や
在
日
の
朝
鮮
学
校
と
の
関
わ

り
が
生
ま
れ
、
歴
史
に
触
れ
、
日
朝

関
係
や
南
北
関
係
に
も
認
識
が
広

が
っ
て
い
く
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
、

本
書
を
読
む
と
よ
く
わ
か
る
。

　
歴
史
は
、
い
く
ら
反
省
し
て
も
や

り
直
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か

ら
、
い
ま
、
こ
こ
の
出
会
い
か
ら
、
信

頼
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
以
外
に
な

い
。
南
北
関
係
の
好
転
に
よ
っ
て
、

韓
国
の
小
学
校
の
先
生
が
、
日
本
で

朝
鮮
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
対
話
す

る
と
い
う
、
少
し
前
で
あ
れ
ば
想
像

す
ら
で
き
な
か
っ
た
事
態
が
生
ま
れ

た
。
本
書
に
も
紹
介
さ
れ
た
〇
三
年

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
私
も
参
加
し

て
、
朝
鮮
学
校
の
女
生
徒
が
受
け
た

日
本
人
の
嫌
が
ら
せ
や
暴
行
の
話

を
、
ポ
ロ
ポ
ロ
と
涙
を
流
し
て
聞
い

て
い
た
韓
国
の
女
の
先
生
を
見
た
。

そ
の
涙
は
、
ど
れ
ほ
ど
そ
の
少
女
の

心
を
癒
し
た
だ
ろ
う
。
こ
う
い
う
小

さ
な
出
会
い
が
、
や
が
て
全
体
の
関

係
を
変
え
て
い
く
に
違
い
な
い
。

　
本
書
は
小
著
な
が
ら
、
朝
鮮
半
島

と
日
本
の
未
来
に
向
け
た
希
望
と
可

能
性
、
具
体
的
行
動
の
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
随
所
に
散
り
ば
め
て
い
る
。
　

（
岩
波
書
店
『
世
界
』
編
集
長

           

　
　
　
　
　
　 

岡
本 

厚
）

ほど放置した後、祈るようにスイッ

チオン！　あっさり復活。彼曰く、

「中の空冷ファンが機能せず、排熱が

うまくいってないのかも」。

　その後、「クーラーつけて」と言い

出せず、真っ青になること約6回。毎

回、クーラーをつけると復活した。以

来、私は鳥山氏の「パソコンは涼しい

快適空間で」説を信じている。経験か

ら、顔や首すじがややべたつく暑さ

は危険である。実際、この原稿を書い

ている途中も、後ろの人に「ねぇ、暑

くない？」と、話しかけたときに画面

が真っ暗に…。

　パソコンを変えるか、修理に出す

か、真剣に考える今日この頃。私の担

当は、「JVC国際協力コンサート」の

事務局。12月の公演にむけて協賛企

業への書類作成、チケット販売の記

録、合唱団とのやりとり、プログラム

原稿作成…、パソコン無しでは成り

立たない日々に突入している。経費

云々と言っていられるのは今のうち

かもしれない。「どうするかなぁ、こ

のパソコン…」こんな愚痴さえ聞か

れていそうで、どきどきする。パソコ

ンのご機嫌取りは本当に難しい。
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持
続
的
農
業
と
農
村
開
発(

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｄ)

　
安
全
な
水
や
食
糧
の
確
保
を
目
指

し
て
、
九
四
年
か
ら
活
動
中
。
活
動

地
で
は
記
録
的
な
少
雨
の
た
め
稲
の

苗
床
が
干
上
が
り
、
乾
い
た
田
に
穴

を
掘
っ
て
枯
れ
か
け
た
苗
を
植
え
る

農
民
も
見
ら
れ
た
。
九
月
後
半
に
入

り
よ
う
や
く
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
例
年
通
り
の
米

の
収
穫
は
期
待
で
き
な
い
。
コ
メ
銀

行
を
活
用
す
る
他
、
米
の
代
わ
り
と

な
る
イ
モ
類
の
栽
培
な
ど
を
検
討
す

る
必
要
も
あ
る
。（
　
　
）

資
料
・
情
報
セ
ン
タ
ー(

Ｔ
Ｒ
Ｃ)

　
持
続
的
農
業
や
農
村
開
発
に
従
事

す
る
人
々
に
資
料
や
情
報
を
提
供
す

る
た
め
に
九
五
年
か
ら
運
営
。
蔵
書

数
や
資
料
の
数
が
増
え
て
い
る
た

め
、
有
用
な
資
料
や
情
報
な
ど
が
利

用
者
に
十
分
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、

利
用
者
の
関
心
の
高
い
分
野
の
本
や

雑
誌
の
記
事
な
ど
に
つ
い
て
電
子

メ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
て
紹
介
す
る

JVC PROJECTS

C
A
M
B
O
D
IA

カ
ン
ボ
ジ
ア

V
IE
T
 N
A
M

ベ
ト
ナ
ム

T
H
A
IL
A
N
D

タ
イ

地
場
の
市
場
づ
く
り

　
タ
イ
東
北
部
コ
ン
ケ
ン
で
は
、
地

域
循
環
の
流
通
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り

出
す
た
め
に
、
地
場
の
市
場
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
七
月
か
ら
八
月
に

か
け
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ベ
ト
ナ
ム
の
ス

タ
ッ
フ
と
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
行

政
官
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ネ
グ
ロ
ス
島

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
が
現
場
を
訪

れ
、
農
民
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
人
々
と
交
流

し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
で
持
続
的
な
農

業
を
進
め
て
い
く
上
で
の
課
題
、
地

域
循
環
の
流
通
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
つ

く
る
か
な
ど
、
互
い
に
真
剣
に
経
験

を
交
換
し
合
え
て
、
い
い
交
流
と

な
っ
た
。（
倉
川
）

農
村
で
学
ぶ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
や
開
発
に
興
味
が
あ

る
人
を
対
象
に
、
タ
イ
の
農
村
で
学

ぶ
機
会
を
提
供
す
る
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
現
在
四
名
が
九
期
生
と
し
て

タ
イ
に
滞
在
し
て
い
る
。
帰
国
を

二
ヵ
月
後
に
控
え
た
時
点
（
九
月
）

で
チ
ェ
ン
マ
イ
へ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
を
行
な
い
、
九
期
生
は
持
続
可

能
な
農
業
を
普
及
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
有

機
農
産
物
生
産
者
を
訪
問
し
た
。
生

産
者
が
直
接
農
産
物
を
売
る
チ
ェ
ン

農
村
開
発
（
ホ
ア
ビ
ン
省
）

　
〇
四
年
度
か
ら
活
動
を
実
施
し
て

《 

開
発
協
力 

》
L
A
O
S

ラ
オ
ス

森
林
保
全
と
自
然
農
業
（
カ
ム
ア
ン
県
）

　
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
豪
雨

で
県
内
の
多
く
の
地
域
が
水
没
し

た
。
国
道
沿
い
で
は
人
々
が
捕
っ
た

多
種
多
様
な
魚
が
売
ら
れ
て
い
る
。

カ
ム
ア
ン
県
内
の
五
郡
九
村
で
、
安

定
し
た
食
べ
物
づ
く
り
と
果
樹
栽
培

技
術
を
広
め
る
た
め
、
以
前
配
布
し

た
果
樹
苗
（
マ
ン
ゴ
ー
、
グ
ァ
バ
な

ど
五
種
）
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行

な
っ
た
。
村
人
は
こ
ま
め
に
手
を
入

れ
て
お
り
、
生
育
状
況
は
比
較
的
良

好
で
あ
っ
た
。
今
後
、
壊
れ
た
浅
井

戸
の
修
理
や
掘
削
、
そ
の
周
り
で
の

家
庭
菜
園
づ
く
り
な
ど
を
計
画
し
て

い
る
。（
田
坂
）

マ
イ
市
内
の
有
機
市
場
で
は
、
そ
こ

に
買
い
物
に
来
る
消
費
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
な
っ
た
。
実
際
に
消
費

者
と
話
す
こ
と
に
よ
り
、
チ
ェ
ン
マ

イ
の
消
費
者
の
有
機
農
産
物
に
対
す

る
意
識
の
高
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。（
森
本
）

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。（
　
　
）

技
術
学
校

　
自
動
車
修
理
と
溶
接
を
学
ぶ
職
業

訓
練
校
・
整
備
工
場
。
新
学
年
度
が

始
ま
る
十
月
初
旬
の
入
学
試
験
の
申

し
込
み
を
プ
ノ
ン
ペ
ン
校
は
受
付
け

中
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
か
ら
の
移
転

案
に
つ
い
て
で
き
れ
ば
移
転
し
た
く

な
い
、
と
文
書
で
回
答
。

　
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
校
は
経
営
改
善

努
力
を
続
け
、
八
月
は
月
間
修
理
台

数
が
六
十
一
台
と
創
立
以
来
、
最
高

の
記
録
だ
っ
た
が
、
売
り
上
げ
増
に

は
あ
ま
り
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
全

職
業
訓
練
校
を
新
労
働
職
業
訓
練
省

に
移
管
す
る
と
い
う
準
政
令
が
出
た

が
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
工
場
は
Ｊ
Ｖ

Ｃ
が
関
わ
り
始
め
る
前
か
ら
運
輸
局

が
運
営
し
て
い
た
の
で
、
学
校
の
み

の
移
管
は
同
校
の
運
営
費
も
職
員
も

不
足
す
る
の
で
、
運
輸
局
長
は
工
場

と
学
校
の
両
方
を
移
管
し
な
い
よ
う

運
輸
大
臣
に
陳
情
し
た
。（
米
倉
）

調
査
研
究
・
政
策
提
言

　
地
元
の
住
民
に
よ
る
漁
業
共
同
体

（
漁
業
組
合
）
が
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖

の
自
然
資
源
管
理
を
行
な
う
よ
う
支

援
。
コ
ン
ポ
ン
チ
ュ
ナ
ン
県
に
て
漁

業
共
同
体
運
営
に
関
す
る
教
本
を
用

い
て
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
計
画
・

準
備
。

　
土
地
調
査
は
、「
体
系
的
土
地
登

録
」
及
び
土
地
無
し
の
人
々
に
土
地

を
分
配
す
る
「
体
系
的
土
地
権
利
譲

与
」
の
事
例
調
査
、
バ
ン
テ
ァ
イ
メ

ン
チ
ャ
イ
県
な
ど
へ
再
定
住
行
動

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
同
行
し
、
情
報
収
集
。

　
ラ
タ
ナ
キ
リ
県
先
住
少
数
民
族
の

共
有
林
管
理
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で

あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
暫
定
理
事
会
に
参

加
し
、
運
営
体
制
改
革
、
常
務
理
事

会
創
設
を
手
伝
っ
た
。（
米
倉
）

い
る
タ
ン
ラ
ッ
ク
郡
ナ
ム
ソ
ン
村
の

村
づ
く
り
委
員
メ
ン
バ
ー
と
共
に
ベ

ト
ナ
ム
・
中
北
部
を
訪
問
し
、
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
生
活
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
例
を
視
察
し
た
。
村
の

人
々
が
一
番
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
た

の
は
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容

が
充
実
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う

点
よ
り
も
、
そ
の
地
域
の
人
々
が
真

剣
に
生
活
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る

姿
で
あ
る
。
大
規
模
な
支
援
が
な
く

て
も
彼
ら
自
身
で
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
「
身
の
丈
サ
イ
ズ
」
の
生
活

改
善
方
法
を
実
践
し
て
い
る
現
場
を

訪
問
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
村
づ

く
り
に
大
い
に
役
立
つ
経
験
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。（
伊
能
）

自
然
資
源
管
理
（
ソ
ン
ラ
省
）

　
住
民
に
よ
る
自
然
資
源
管
理
の
活

動
を
支
援
し
て
い
る
コ
マ
村
の
対
象

集
落
の
一
つ
、
フ
ア
テ
ィ
集
落
で
七

月
中
旬
、
集
落
の
自
然
資
源
、
農
業
・

畜
産
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
な
っ

た
。
土
地
の
利
用
状
況
、
農
業
や
住

民
の
暮
ら
し
な
ど
、
現
状
を
よ
り
詳

し
く
理
解
し
、
今
後
の
活
動
計
画
に

反
映
し
て
い
く
。
八
月
中
旬
に
は
五

つ
の
集
落
で
、
複
合
農
業
普
及
の
一

方
策
と
し
て
住
民
か
ら
希
望
の
あ
っ

た
試
験
栽
培
用
の
果
樹
を
配
布
し
、

あ
わ
せ
て
植
樹
の
た
め
の
技
術
研
修

を
実
施
し
た
。（
西
）
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[ 2004年7月後半～2004年9月前半 ]
S
O
U
T
H
 A
F
R
IC
A

南
ア
フ
リ
カ
P
A
L
E
S
T
IN
E

パ
レ
ス
チ
ナ

農
村
開
発
（
東
ケ
ー
プ
州
カ
ラ
地
区
）

　
安
定
し
た
食
料
生
産
と
農
村
地
域

の
復
興
を
目
指
し
て
、
〇
一
年
よ
り

環
境
保
全
型
農
業
の
研
修
と
普
及
を

行
な
っ
て
い
る
。
植
林
に
適
し
て
い

る
乾
季
に
合
わ
せ
、
村
の
希
望
者
へ

果
樹
苗
を
提
供
し
、
植
え
方
や
育
て

方
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
小
中
学
校

へ
苗
木
を
寄
付
し
、
植
林
を
通
し
て

環
境
教
育
に
役
立
て
て
も
ら
う
。

　
活
動
の
中
間
評
価
を
実
施
。
環
境

保
全
型
農
業
を
担
う
農
民
が
、
自
信

を
持
っ
て
成
果
を
語
っ
た
。

た 

い 

ひ

　
堆
肥
ト
イ
レ
に
普
及
が
見
ら
れ
、

新
し
く
四
基
が
建
設
中
だ
。（
小
林
）

子
ど
も
の
教
育
支
援

　
　
　（
ジ
ョ
ハ
ネ
ス
バ
ー
グ
市
）

　
オ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム
地
区
で
地
域

住
民
が
運
営
す
る
テ
ボ
ホ
障
害
児
ホ

―
ム
を
支
援
。
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
充

実
の
た
め
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し

て
ス
タ
ッ
フ
の
ト
レ
―
ニ
ン
グ
を
行

な
っ
て
い
る
。（
津
山
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
調
査
（
リ
ン
ポ
ポ
州
）

　
南
ア
で
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
取
り
組
む

た
め
、
今
年
五
月
か
ら
調
査
を
実

施
。
都
市
部
に
比
べ
て
よ
り
情
報
や

支
援
が
不
足
し
て
い
る
農
村
部
で
現

地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
て
活
動
す
る
こ

と
を
念
頭
に
調
査
中
。（
蜂
須
賀
）

《 

緊
急
対
応 

》

ラ
フ
ァ
緊
急
支
援
・
延
長

　
五
月
の
ガ
ザ
地
区
ラ
フ
ァ
で
の
大

規
模
な
破
壊
を
受
け
て
開
始
し
た
、

現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
人
間
の
大
地
」
を
通

し
て
の
食
料
支
援
は
九
月
末
で
終
了

予
定
だ
っ
た
が
、
食
料
の
手
配
が
道

路
封
鎖
な
ど
の
た
め
に
遅
れ
た
の

で
、
若
干
延
期
す
る
。
同
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

子
ど
も
の
栄
養
セ
ン
タ
ー
に
、
保

健
・
栄
養
指
導
、
母
親
た
ち
心
理
的

サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
六
月
か
ら
看
護

師
一
名
を
配
置
し
た
が
、
破
壊
が
続

く
ラ
フ
ァ
で
は
セ
ン
タ
ー
へ
の
来
所

者
が
急
増
し
て
い
る
の
で
、
来
年
一

月
ま
で
配
置
を
延
長
す
る
。（
藤
屋
）

難
民
キ
ャ
ン
プ
子
ど
も
文
化
支
援

　
新
学
年
の
開
始
に
伴
い
、
九
月
か

ら
ガ
ザ
地
区
で
の
幼
稚
園
児
に
対
す

る
牛
乳
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
給
食
が
再

開
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
共
同
で
行
な
い
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
五

つ
の
幼
稚
園
五
百
人
を
担
当
す
る
。

牛
乳
は
引
き
続
き
西
岸
地
区
ナ
ブ
ル

ス
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
、
ビ
ス

ケ
ッ
ト
は
西
岸
地
区
ラ
マ
ッ
ラ
ー
で

K
O
R
E
A

コ
リ
ア

南
北
コ
リ
ア
と
日
本
の
と
も
だ
ち
展

ピ
ョ
ン
ヤ
ン

　
平
壌
市
ル
ン
ラ
小
学
校
で
、
三
回

目
と
な
る
『
朝
日
こ
ど
も
絵
画
展
』

が
開
か
れ
た
。
七
月
に
東
京
で
行
な

わ
れ
た
絵
画
展
の
応
募
作
品
の
ほ

か
、
平
壌
の
小
学
校
三
校
の
子
ど
も

た
ち
の
絵
な
ど
約
九
十
点
が
展
示
さ

れ
た
。
八
月
二
十
六
日
の
開
幕
日
に

は
、
日
本
か
ら
朝
鮮
学
校
に
通
う
四

名
が
同
校
を
訪
れ
、
日
本
か
ら
持
参

し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
手
渡
し

た
。

　
日
本
の
朝
鮮
学
校
と
平
壌
の
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
歌
や
写
生
な

ど
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。（
寺
西
）

生
産
さ
れ
た
鉄
分
強
化
の
も
の
に

変
っ
た
。
前
年
度
の
こ
の
事
業
に
お

け
る
栄
養
改
善
状
況
の
結
果
が
出

て
、
昨
年
十
月
と
今
年
の
五
月
を
比

較
す
る
と
、
貧
血
の
子
ど
も
の
割
合

は
二
七
・
三
％
か
ら
一
八
・
六
％
に
、

慢
性
栄
養
失
調
八
・
六
％
か
ら
六
・

四
％
に
減
少
し
た
。（
藤
屋
）

信
頼
醸
成
の
た
め
の
活
動
支
援

　
人
権
の
た
め
の
医
師
団-

イ
ス
ラ

エ
ル
（
Ｐ
Ｈ
Ｒ
）
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ

の
医
療
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
共
同
で
、
行

な
っ
て
い
る
巡
回
診
療
活
動
に
、
看

護
師
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
屋
）

A
F
G
H
A
N
IS
T
A
N

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

東
部
地
域
医
療
支
援

・
地
方
ク
リ
ニ
ッ
ク
支
援
／
カ
ス
ク

ナ
ー
ル
郡
で
唯
一
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

へ
、
機
材
・
薬
剤
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
機
会
を
提
供
。
支
援
を
始
め
た
今

期
、
県
か
ら
「
最
も
優
秀
な
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
と
の
評
価
を
受
け
た
。
薬

の
使
用
法
や
患
者
の
記
録
な
ど
情
報

管
理
面
で
の
改
善
が
見
ら
れ
る
。

・
女
性
医
療
従
事
者
養
成
コ
ー
ス
／

日
本
政
府
の
援
助
で
完
成
し
た
研
修

所
が
有
効
に
機
能
す
る
よ
う
、
設
備

等
の
支
援
を
計
画
中
だ
が
、
保
健
局

の
都
合
で
遅
延
。

・
伝
統
産
婆
の
職
能
向
上
研
修
／
安

全
な
お
産
が
で
き
る
よ
う
、
村
の
産

婆
さ
ん
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
産
婆

キ
ッ
ト
を
提
供
。
四
村
で
四
十
九
名

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
終
え
た
。
十
月

に
は
別
の
郡
で
も
始
め
る
。（
谷
山
）

シ
ギ
高
等
女
学
校
支
援

　
七
割
の
生
徒
が
屋
外
で
授
業
を
受

け
て
い
る
シ
ギ
女
子
学
校
の
校
舎
を

増
設
。
九
月
で
九
割
方
完
成
し
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
提
供
し
た
発
電
機
が
盗
難

に
あ
っ
た
が
、
村
か
ら
代
替
品
を
提

供
す
る
と
い
う
申
し
出
が
出
て
い

る
。
新
学
期
が
始
ま
っ
た
が
校
舎
建

IR
A
Q

イ
ラ
ク

医
療
支
援

　
隣
国
の
ヨ
ル
ダ
ン
を
起
点
に
イ
ラ

ク
国
内
の
拠
点
病
院
の
要
請
に
応

え
、
ガ
ン
・
白
血
病
の
子
ど
も
た
ち

の
治
療
に
欠
か
せ
な
い
抗
ガ
ン
剤
や

抗
生
物
質
な
ど
の
薬
品
と
、
検
査
針

や
点
滴
用
の
針
な
ど
、
不
足
し
て
い

る
機
材
の
支
援
を
続
け
て
い
る
。

　
更
に
日
本
か
ら
の
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

専
門
家
と
の
協
力
関
係
を
強
め
る
た

め
に
、
日
本
イ
ラ
ク
医
療
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｉ
Ｍ - 
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
を
設
立

し
、
八
月
十
一
、
十
二
日
に
ヨ
ル
ダ

ン
の
ア
ン
マ
ン
に
イ
ラ
ク
人
医
師
六

名
を
招
い
て
専
門
家
会
議
を
開
催
し

た
。（
原
）

ヨ
ル
ダ
ン
・
イ
ラ
ク
国
境
の
難
民

キ
ャ
ン
プ
の
現
状
視
察
　
　

　
昨
年
に
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
子
ど
も

た
ち
向
け
に
図
書
館
を
設
け
る
な
ど

設
中
の
た
め
、
生
徒
た
ち
は
村
の
民

家
で
授
業
を
受
け
て
い
る
。（
谷
山
）

東
京
事
務
所

　
日
本
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｎ
）
の
運
営

と
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
武

装
解
除
、
ま
た
、
軍
と
人
道
援
助
の

関
係
に
つ
い
て
調
査
。
今
後
、
調
査

を
も
と
に
提
言
活
動
を
行
な
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
谷
山
）

の
支
援
を
し
た
ヨ
ル
ダ
ン
・
イ
ラ
ク

国
境
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
現
状
を
視

察
（
八
月
十
五
、
十
六
日
）
し
、
大

分
の
団
体
か
ら
い
た
だ
い
た
サ
ッ

カ
ー
ボ
ー
ル
を
寄
贈
し
た
。（
原
）
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あああ

イベント報告

　「
ハ
ー
レ
ル
ヤ
、
ハ
ー
レ
ル
ヤ
」。

ヘ
ン
デ
ル
『
メ
サ
イ
ア
』
は
、
日
本

で
は
『
第
九
』
と
並
び
年
末
に
聴
か

れ
る
楽
曲
で
す
。『
メ
サ
イ
ア
』
と

い
う
題
名
を
ご
存
知
な
い
方
で
も
、

前
述
の
フ
レ
ー
ズ
を
聴
く
と
「
こ

れ
か
」
と
気
づ
か
れ
ま
す
。

　
こ
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
国
際
協
力
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
音
楽
を
通
し
て
Ｊ
Ｖ

Ｃ
の
活
動
国
の
人
々
を
支
援
し
よ

う
と
の
目
的
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

し
ょ
う
へ
い

海
外
か
ら
招
聘
す
る
指
揮
者
、
ソ

リ
ス
ト
、
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

大
阪
・
東
京
公
演
合
わ
せ
て
約
四
百

三
十
名
の
合
唱
団
で
お
届
け
し
ま

す
。
公
演
会
場
で
の
展
示
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
Ｊ
Ｖ
Ｃ
を
紹
介
す
る

大
切
な
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
当
日
の
ロ
ビ
ー
で
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ

活
動
国
の
手
工
芸
品
や
国
際
協
力
カ

レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
販
売
と
、
支
援
団

体
の
バ
ザ
ー
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　『
メ
サ
イ
ア
』
を
聴
か
な
い
と
年

を
越
せ
な
い
と
い
う
方
、「
年
の
瀬

に
国
際
協
力
を
」
と
い
う
方
、
こ
の

『
メ
サ
イ
ア
』
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川 

朋
子
）

Ｊ
Ｖ
Ｃ
国
際
協
力
コ
ン
サ
ー
ト
二
〇
〇
四

　
そ
も
そ
も
こ
の
「
ま
つ
り
」
が
企

画
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
団
体
同

士
の
横
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
た

め
で
し
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
同

じ
ビ
ル
に
十
以
上
も
の
団
体
が
事

務
所
を
置
い
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
他
の
団
体
の
人
と
顔
を
あ

わ
せ
る
機
会
が
な
か
な
か
な
い
の

で
す
。
そ
ん
な
状
況
に
ピ
リ
オ
ド

を
打
つ
べ
く
、
「
ま
つ
り
」
は
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
初
の
試
み
の
た
め
、
お
客
さ
ん

が
ど
れ
く
ら
い
来
る
か
な
ど
、
不

安
な
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
十
時

の
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
人
が
入
り

始
め
、
す
ぐ
に
丸
幸
ビ
ル
は
人
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　「
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ
て
Ｊ
Ｖ
Ｃ

の
事
務
所
も
少
し
模
様
替
え
。
い

つ
も
の
雑
然
と
し
た
雰
囲
気
が
う

そ
の
よ
う
で
、
「
こ
こ
は
ど
こ
!?
」

と
叫
び
た
く
な
る
よ
う
な
ゆ
っ
た

り
と
し
た
く
つ
ろ
ぎ
空
間
が
う
ま

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
ワ
ー
ル
ド
バ

ザ
ー
ル
や
カ
フ
ェ
を
ひ
ら
い
て
、

ス
タ
ッ
フ
と
お
客
さ
ん
が
楽
し
く

会
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■2003年
　大阪公演

　

■2003年
　東京公演　

『
メ
サ
イ
ア
』

今
年
も
開
催
！

《出演》
指揮者：ハーヴィー・フェルダー（タコマ交響楽団音楽監督）
ソリスト：
　  ソプラノ：J. B. オンドルプ      アルト：K.ウェルド
　  テノール：R.ブレイシー         バス：R.ハニサカー
管弦楽：テレマン室内管弦楽団
合唱団：JVC合唱団、横浜シティ合唱団、
　　　　東京アカデミー合唱団（東京公演）
　　　　コードリベット・コール（大阪公演）

公演当日の裏
方ボラン

ティア募集し
ています！

大
阪
・
十
二
月
十
一
日
（
土
） 

い
ず
み
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　  

三
時
三
十
分
開
場 

四
時
開
演

東
京
・
十
二
月
十
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
昭
和
女
子
大
学
人
見
記
念
講
堂

　
　
　
　
　
　          

三
時
開
場 
四
時
開
演

　
普
段
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
事
務
所
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
の
ス

タ
ッ
フ
と
じ
っ
く
り
話
せ
た
こ
と

が
、
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
な
に
よ

り
も
大
き
な
収
穫
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。
私
た
ち
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

た
ち
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
初
心
配
さ
れ
て
い
た
来
場
者

数
も
、
予
想
を
上
回
る
約
二
百
五

十
人
と
な
り
ま
し
た
。
企
画
の
段

階
か
ら
準
備
を
し
て
き
た
私
た
ち

も
、
お
か
げ
さ
ま
で
胸
を
な
で
お

ろ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
先
日
の
反
省
会
で
は
、「
他
団
体

と
知
り
合
え
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」「
参
加
者
か
ら
良
い
意
見

が
聞
け
た
り
、
楽
し
そ
う
な
表
情

を
見
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
な

ど
と
い
う
声
が
聞
け
ま
し
た
。

　
確
か
に
、
こ
の
「
ま
つ
り
」
を
一

回
だ
け
で
終
わ
ら
せ
て
し
ま
う
の

は
も
っ
た
い
な
い
！
　
お
客
さ
ん

か
ら
も
、
こ
の
「
ま
つ
り
」
を
続
け

て
欲
し
い
と
い
う
意
見
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
、

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ま
つ
り
in
上
野
　
第
二

回
」
が
開
催
さ
れ
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

（
広
報
イ
ン
タ
ー
ン
　
江
口 

由
紀
）

9/12 (日)

チケットのお申し込み・お問合せ：JVCコンサート事務局 石川
　TEL：03-3836-4108　E-mail：tomokoi@jca.apc.org

JVC東京事務所のある丸幸ビルにて、
NGOまつりが開催されました。12も
のNGO団体がいっぺんに事務所を解
放するという初の試みでした。

NGO まつり in 上野NGO まつり in 上野

■ワールドバザール。
　南アフリカの人形も
　大人気！
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募金にご協力ありがとうございます

JVCの活動は、皆さまの募金に支えられています。

　10月2日、「国際協力フェスティバル」で

ボランティアの方たちと「アフガン風ナン

カレーバーガー」をつくって販売しまし

た。インドやタイとはまた違うやわらかな

スパイスの刺激や、噛めば噛むほどに味わ

いが出る素朴なナン。その国の食事を味わ

うと、その地に暮らす人たちが身近に感じ

られます。『Trial & Error』も、読んだ後に

世界の人たちが身近に感じられるような誌

面づくりをしていきたいです。（広）

無指定

タイ　　　

カンボジア

ラオス

ベトナム

南アフリカ

パレスチナ

アフガニスタン

北朝鮮

イラク

640,605円

3,000円

214,000円

99,325円

0円

0円

309,991円

226,000円

0円

530,539円

527,368円

3,000円

0円

0円

0円

100,000円

304,824円

4,000円

5000円

874,530円

7月 8月

②犬養道子「みどり一本」募金

この募金はJVC活動地での植林プロジェクトに

使われます。

　　口座番号：00100-8-212497

　　加入者名：犬養道子「みどり一本」

7月計

8月計

③ JVCマンスリー募金

7月計   148,000円 / 91件
8月計   173,500円 / 94件

銀行や郵便局の口座からの自動引き落としやク

レジットカードを利用する手軽な募金方法です。

①JVC募金

7月計

8月計

JVCの各国での活動に役立てられます。募金先

をご指定いただくこともできます。

　　口座番号：00190-9-27495

　　加入者名：JVC東京事務所

2,023,460円
1,818,722円

335,100円 / 37件
257,546円 / 38件

　
十
月
よ
り
東
京
事
務
所
で
ベ
ト
ナ
ム

事
業
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
国
際
協
力
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
就
職
し
、
そ
こ
で
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
と
ラ
オ
ス
の
障
害
者
支
援
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　
イ
ン
ド
シ
ナ
に
流
れ
る
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
と
、そ
こ
に

住
む
人
々
の
寛
容
さ
が
大
好
き
で
、今
度
は
ベ
ト
ナ
ム
と
い
う

新
た
な
国
に
携
わ
れ
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。現
地
事

務
所
や
ベ
ト
ナ
ム
の
人
た
ち
と
協
力
し
、困
難
な
こ
と
に
も
工

夫
と
ア
イ
デ
ア
で
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
、中
国
映
画
と
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
猫
の
写
真
を
集
め

る
こ
と
で
す
（
ベ
ト
ナ
ム
で
は
犬
を
食
べ
る
と
聞
き
ま
す
が
、

猫
は
食
べ
な
い
よ
う
で
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
）。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
井 

綾
香
（
あ
ら
い 

あ
や
か
）

新
ス
タ
ッ
フ
紹
介

編 集 後 記

ベ
ト
ナ
ム
事
業
担
当

2004年11月に、JVCのホームページが新しくなります。より
いっそう見やすいようにデザインを一新するとともに、皆さま
への情報発信を充実していこうと思っています。

また、今回の夏募金では、『JVCマンスリー募金』をアピールさ

せていただきました。毎月少しずつ、ご指定の金融機関の口座

から自動で募金ができる仕組みです。

2004夏募金にご協力くださり、
　　　　　 ありがとうございました。

例年にも増して暑かったこの夏も、JVCは多くの方からご支援を

いただきました。お寄せいただいた募金は、アジア・アフリカ

における開発支援や、中東での緊急支援などを通じて有益に使

用させていただきます。

2004年度 夏募金金額（郵便振替）

8,391,662円1,021件

[ 募金額の20%以内は管理費とさせていただきます。 また、上記夏募金の
金額は、ページ左上のJVC募金の欄には含まれておりません。]

この秋、ホームページと
　　　          メールアドレスが新しくなります。

『JVCマンスリー募金』新規登録件数、金額

257件 (年換算) 3,078,000円

同時にドメイン名を新しく取得したことにより、JVC各スタッ

フのメールアドレスも変更になります。詳しくは各スタッフに

ご確認ください。

http://www.ngo-jvc.net/新しいURL …



　日本国際ボランティアセンター（Japan International Volunteer Center）は、1980年2月、タイのバンコクで誕生した市民による国際協力団体です。JVCの活動目的は、
国際社会のなかで、社会的、精神的、物理的に困難な立場を強いられているアジアやアフリカ・中東の人びとに協力すると同時に、地球環境を守る新しい生き方と人間関係をつ
くり出そうということにあります。そのため私たちは、自らの意志でJVCに参加し、活動を継続してきました。JVCはボランティアという言葉を、「自発的意志をもって、責任
ある行動をとる」という意味で団体名として使っています。

※本誌の記事・写真等の無断転載・複写を禁じます。
※本誌は再生紙を使用しています。

■JVCでは会員を募集しています。 ■オリエンテーション(説明会)へ起こしください。
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暮らし
LIFEWORK ITEMS

道具

70

を彩る

Thailand

　会員は総会に出席し、JVCの方針などを決定するほか、
情報・資料の入手、各種の活動・報告会・学習会等へ参
加することができます。会員の方には年7回この会報を
お届けします。
　　◎一般会員 10,000円
　　◎学生会員 5,000円
　　◎団体会員 30,000円
　　 ※それぞれに正会員と賛助会員があります。

入会のお申し込み、会員の方のメールマガジンのお申し
込み、住所変更などは会員担当へ。
　　hosono@ngo-jvc.net

■URL (ホームページ)　
　　http://www.ngo-jvc.net/

■E-mail
　　info@ngo-jvc.net

JVCの活動内容をご紹介しています。お気軽にご参加ください。
（無料。予約不要です）
　　第1月曜日 午後7：00－8：30
　　第2・第4土曜日 午後2：00－3：30
　　※会場はJVC東京事務所です。

会員数 (10月7日現在 )  合計1,515人
　    ( 正会員  641人　賛助会員  874人 )

（
試
行
錯
誤
）　
二
百
四
十
一
号

石 臼
こ め こ

カノム（米粉でつくられるタイの伝統的なお菓子）をつくっているところ。

「昔はこうしてみんな家でつくっていたけれど、今は買う人がほとんど」とは、

村のおばあさんの弁。写真ではわからないが、バイトゥーイ（パンダンリーフ）と

いうハーブで、米粉はきれいな緑色に色づけされている。

（タイ・コンケン県シーチョンプー郡コークスン村にて撮影）
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